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期間　３月21日（水・祝）～11月25日㈰

場所 彦根城域一帯および市内全域
開催期間中の入場料
①彦根城域　　　1,000円

（天守・天秤櫓・西の丸三重櫓・太鼓門櫓・馬屋・玄宮園・開国記念館　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②彦根城博物館　 500円
①＋②セット券　1,400円
※前売り観覧券（セット券）を1,200円で、３月20日㈫ま
で発売中です。

※市民の皆さんには、開催期間中にセット券を半額で購入
できる割引券を、今回の広報ひこねと同時に、各世帯に
２枚ずつ配布しています。

問い合わせ先 国宝・彦根城築城400年祭実行委員会事務
局（ 彦根城築城400年祭推進室内）☎30-6141、FAX22-
1398、ホームページ：http://www.hikone-400th.jp/
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彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内

(

彦
根
市
・
犬
上
郡)

で
発
生
し
た
火

災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況
を
統

計
に
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

火
災
概
要

平
成
18
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は

59
件
で
す
（
表
１
）。
火
災
の
内
訳

は
、
住
宅
な
ど
を
含
む
「
建
物
火
災
」

が
29
件
と
最
も
多
く
、
全
火
災
の

49
％
を
占
め
ま
す
。
次
い
で
、「
車

両
火
災
」
14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
原
因
は
、
第
１
位
が
「
放

火
の
疑
い
」
の
９
件
、
第
２
位
が

「
た
ば
こ
」
７
件
、
以
下
「
放
火
」

６
件
、「
こ
ん
ろ
」「
配
線
器
具
」
各

５
件
と
続
き
ま
す
。「
放
火
」
と

「
放
火
の
疑
い
」
を
合
わ
せ
る
と
15

件
に
な
り
、
彦
根
市
で
も
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
放
火
に
よ
る
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
住
宅
の
周
辺

に
可
燃
物
を
置
か
な
い
」「
門
灯
を

点
灯
す
る
」
な
ど
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
放
火
を
さ
せ
な
い
環
境
作

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
ば
こ
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
も

７
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の

火
の
温
度
は
約
７
０
０
度
に
達
し
ま

す
。
寝
た
ば
こ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨

て
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
の
不
始
末
、
取
り
扱
い
の
不
注

意
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
も
危
険
に
さ
ら
し
ま
す
。「
こ
れ

く
ら
い
・
・
・
」
と
い
う
安
易
な
行

動
は
避
け
、
常
に
火
の
用
心
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

救
助
・
救
急
概
要

平
成
18
年
中
の
、
救
助
出
場
件
数

は
36
件
で
し
た
（
表
２
）。
内
訳
は
、

「
交
通
事
故
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

28
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
救

助
出
場
件
数
の
約
80
％
に
な
り
ま

す
。
車
を
運
転
す
る
人
は
安
全
運
転

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
救
急
出
動
は
４
、
７
４
９

件
で
し
た
（
表
３
）。
平
均
す
る
と
、

１
日
あ
た
り
約
13
件
出
場
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
た
人
も
４
、
５
６
３
人
と
前

年
に
比
べ
74
人
増
加
し
て
お
り
、

年
々
救
急
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、

「
急
病
」
が
２
、
９
８
８
件
と
全
体

の
約
63
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い

で
「
交
通
事
故
」「
一
般
負
傷
」
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
を
覚
え
よ
う

消
防
本
部
で
は
、
救
急
体
制
の

高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
救
急

車
に
救
急
救
命
士
を
乗
車
さ
せ
、
高

度
な
処
置
が
施
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
で
も
多
く
の

命
を
救
う
た
め
に
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
に
よ
る
応
急
手
当
が
重
要

で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
応
急
手

当
が
で
き
る
人
を
増
や
す
た
め
に
、

年
間
を
通
じ
て
応
急
手
当
の
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
社
や
自
治
会

な
ど
、
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
も
開
催

し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防

課
☎
22-

０
３
３
２
番
、

平
成
18
年
　

彦
根
市
消
防
本
部
管
内
の
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況

年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
時
は

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に

住
む
20
歳
以
上
、
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、

保
険
年
金
課

か
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
出
が

必
要
で
す
。

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
と
、
将
来
受
給

す
る
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
人
（
会
社
員
、

公
務
員
は
除
く
）

▼
勤
務
先
を
退
職
し
た
人
（
被

扶
養
配
偶
者
が
い
る
人
は
、

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
で

す
）

▼
収
入
の
増
加
や
、
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者

の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な

っ
た
人

※
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年

金
保
険
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
原
則
65
歳

未
満
の
人

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
社
会
保

険
事
務
所
☎
23-

１
１
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
が

い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

３
月
21
日

（水・祝）
の
開
幕
当
日
に
は
、
彦

根
城
博
物
館
で
開
会
式
典
が
開
催
さ
れ

る
ほ
か
、
表
門
で
は
開
場
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

開
幕
後
は
、
城
内
の
櫓
や
、
開
国
記

念
館
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
左
の
表
で
は
、
３
月
に

開
催
さ
れ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
、
特
別
展

を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
、
桜

が
見
ご
ろ
と
な
る
時
期
は
、
周
辺
道
路
、

駐
車
場
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転

車
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
（

彦
根
城

築
城
４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）
☎
30-

６
１

４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
に

お
越
し
く
だ
さ
い
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
は
、
現
在
で
も
、
世
界
の

多
く
の
の
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
登
録
と
注

射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
毎
年
１

回
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬

市
内
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場

表
の
と
お
り

料
金
　

●
既
に
登
録
し
て
い
る
犬

３
、２

０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
５
５
０
円
を
含
む
）

●
未
登
録
の
犬

６
、２
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
を
含
む
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補
助

犬
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

お
願
い

⑴
既
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主

は
、
必
ず
犬
の
登
録
カ
ー
ド
（
愛
犬

カ
ー
ド
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
と
生
年
月
日
、
オ
ス
・

メ
ス
の
別

を
書
い
た
メ
モ
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑶
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死
亡

な
ど
の
異
動
が
あ
れ
ば
、
は
が
き

か
電
話
で

健
康
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

⑷
必
ず
犬
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

⑸
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

⑹
体
調
が
悪
い
犬
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑺
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場
合

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑻
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は
必

ず
首
輪
に
つ
け
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪
の
代
わ
り

に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬
が
暴

れ
て
外
れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
管
理
課
☎

24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５

８
７
０
番

市
民
満
足
度
向
上
運
動

〜
よ
り
よ
い
彦
根
市
役
所
を
め
ざ
し
て
〜

彦
根
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
今
年

度
ま
で
を
重
点
期
間
と
し
て
、
全
庁

的
な
「
Ｃ
Ｓ
向
上
運
動
」
を
展
開
し

ま
し
た
。「
Ｃ
Ｓ
」
と
は
、「
市
民
満

足
度
（C

itize
n

S
a

tisfa
ctio

n

）」

の
こ
と
で
、
民
間
企
業
で
使
わ
れ
る

「
顧
客
満
足
度
」
と
同
じ
意
味
で
す
。

平
成
17
年
度
は
電
話
応
対
を
、
平
成

18
年
度
は
窓
口
応
対
の
実
践
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
標
に
、「
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
運
動
」
に
取
り
組
み
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
を
図

り
、
市
役
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
測
る
た

め
、
窓
口
応
対
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
昨

年
４
月
と
、
11
月
〜
12
月
に
同
じ
内

容
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
職

員
の
応
対
全
般
で
は
、
２
回
目
の
今

回
も
、
５
点
満
点
中
４
点
以
上
の
項

目
が
多
く
、
応
対
の
総
合
評
価
で
も

４
・
35
点
と
前
回
の
４
・
17
点
を
上

回
る
い
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、「
用
件
を
満
た
す
た

め
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
情
報
提

供
」「
要
領
の
よ
い
説
明
」「
待
ち
時

間
を
短
く
感
じ
さ
せ
る
気
配
り
」

「
職
員
と
す
れ
違
う
時
の
あ
い
さ
つ
」

果
に
つ
い
て
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
☎
30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

農
家
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
家
調
査
は
、
農
地
法
の
許
可
申

請
な
ど
の
審
査
や
、
農
業
行
政
関
係

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
す

る
調
査
で
す
。

今
年
も
、
４
月
１
日
現
在
に
お
け

る
農
地
の
利
用
状
況
と
、
転
作
予
定

面
積
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
い

ま
す
。
農
地
を
所
有
、
ま
た
は
耕
作

し
て
い
る
人
は
、
配
付
さ
れ
る
調
査

票
に
記
入
の
う
え
、
４
月
９
日
㈪
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

「
周
り
の
職
員
と
の
連
携
」
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
今
回
も
比
較
的
低
い

評
価
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
が
、
自
分
自
身
の
徹

底
度
合
い
を
自
己
評
価
し
た
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、１
回
目
51
・
07
点
、

２
回
目
55
・
76
点
と
厳
し
い
自
己
評

価
と
な
り
ま
し
た
。

彦
根
市
で
は
、
こ
の
結
果
か
ら
、

残
さ
れ
た
課
題
の
改
善
に
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
市
役
所
に

来
て
よ
か
っ
た
」「
彦
根
市
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
さ
ら
に
継
続
し
て
Ｃ
Ｓ
向
上

を
推
進
し
ま
す
。

窓
口
応
対
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
交
通

近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て

買
い
物
に
行
こ
う

３
月
１
日
㈭
〜
同
31
日
㈯
の
間

に
、
近
江
鉄
道
、
ま
た
は
彦
根
市
内

を
運
行
し
て
い
る
バ
ス
路
線
を
利
用

し
、
利
用
証
明
を
持
参
し
て
彦
根
Ｃ

Ｐ
カ
ー
ド
加
盟
店
で
買
い
物
す
る

と
、
買
い
物
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
３
倍

に
な
り
ま
す
。

取
扱
期
間
３
月
１
日
㈭
〜
同
31
日
㈯

取
扱
交
通
機
関

▼
近
江
鉄
道
、
▼

市
内
バ
ス
路
線
（
三
津
屋
線
、
旭

森
循
環
線
、彦
根
駅
市
立
病
院
線
、

彦
根
県
立
大
学
線
、
多
賀
線
の
５

路
線
）

利
用
証
明
の
設
置
場
所

近
江
鉄
道

で
は
、
彦
根
駅
改
札
口
に
、
路
線

バ
ス
は
、
該
当
す
る
路
線
で
運
行

す
る
バ
ス
の
車
内
料
金
箱
の
前
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

※
利
用
証
明
は
、
１
店
舗
に
つ
き
１

枚
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

び
わ
こ
京
阪
奈
線

（
仮
称
）
鉄
道
建
設
期
成
同
盟
会

（

交
通
対
策
室
内
）
☎
30-

６
１

３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
、
私

た
ち
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

は
、
女
性
に
も
男
性
に
も
共
通
す
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ィ
ズ
相
談
室
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
や
考
え
方
を
尊
重
し
、

相
談
者
が
、
問
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

全
般
的
な
相
談
を
受
け
付
け
る

「
総
合
相
談
」
で
は
、
相
談
員
が
、

週
３
回
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
」
で

は
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
専
門
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

内
容
な
ど
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
（
面
接
・
電
話
）

毎
週
水
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
同
４
時

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
（
面
接
）

原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
午
後
１

時
〜
同
４
時

※
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
は
、
総
合
相

談
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
相
談
室
」

場
所
　
平
田
町
６
７
０
（
彦
根
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
前
）

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
21-
５
７
５
７
番
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今回のクイズには、はがきと電子メール合わせて134通

の応募をいただきました。正解者の中から抽選で40人に

図書券をお送りしました。

なお、併せて記入をお願いした「広報ひこね」の紙面に

ついて、「あまり知られていない観光情報が欲しい」「各町

の行事を紹介して欲しい」といったご意見やご要望などを

いただきました。ありがとうございました。

また、３月21日（水・祝）から開催される国宝・彦根城築城

400年祭についても多く寄せられました。築城400年祭の

情報については、随時掲載していく予定です。

一方で、「紙質を以前のようにカラー印刷にしてほしい」

という声もあり、経営改革の一環として実施した、紙質の

変更についての意見もありました。

今後も「広報ひこね」を通じて、様々なことを市民の皆

さんにお知らせします。さらに充実した、読みやすい紙面

を目指していきますので、これからも「広報ひこね」にご

意見、ご要望をお寄せいただきますようお願いします。

問い合わせ先 情報政策課広報係

☎30-6103、FAX22-1398、
E-メール: koho@ma.city.hikone.shiga.jp

 

 
 

 
 

 
 

 

（
問
題
は
１
月
１
・
15
日
号
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

美
し
い
ひ
こ
ね
を
創
造
す
る
た
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
　

美
し
い
行
為
を
実
践
し
、
地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
事
前
に
参
加
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地

域
通
貨
「
彦
」
の
寄
附
を
受
け
、
換
金
す
る
た
め
に
は
、
市

民
団
体
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

活
動
へ
の
参
加
登
録
・
市
民
団
体
登
録
は
、
随
時
、
受
付
け

て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
平
成
18
年
４
月
に

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事
業
を
開
始

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
美

し
い
行
為
」
が
市
内
各
所
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
美
し
い
行
為
」

交
付
さ
れ
た
地
域
通
貨
は
、
次
の

３
つ
の
方
法
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
（
②
と
③
は
７
ペ
ー
ジ
）。

な
お
、
お
金
と
同
様
に
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
民
な
ど
の
間
で

自
由
な
流
通
が
で
き
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
お
手
伝
い
を
し

て
も
ら
っ
た
時
、
何
か
よ
い
こ
と
を

し
て
も
ら
っ
た
時
な
ど
に
「
何
か
お

礼
を
し
た
い
が
、
お
金
は
渡
し
づ
ら

い
」
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
の
中
で

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
「
彦
」
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
Ａ
さ
ん
が
「
子
ど
も
の

お
世
話
」
を
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
と

し
て
、
Ｂ
さ
ん
に
「
１
０
０
彦
」
を

渡
し
た
と
す
る
と
、
受
け
取
っ
た
Ｂ

さ
ん
は
、
そ
の
「
１
０
０
彦
」
を
市

の
施
設
の
使
用
料
や
手
数
料
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
②
の
と
お
り
）

こ
の
よ
う
に
、「
彦
」
を
渡
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、
地
域
の
中

で
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
人
と

人
の
輪
」
も
広
が
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

に
対
し
て
交
付
す
る
、
地
域
通
貨
に

つ
い
て
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
平
成

18
年
７
月
15
日
号
で
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
、
選
考
の
結
果
、
左
上
の
デ
ザ

イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
の
背
景
に
は
、

彦
根
城
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
配
し
、
琵

琶
湖
と
、
彦
根
市
の
花
「
は
な
し
ょ

ぶ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
円
の
中
心
部
は
彦
根
市
の
位

置
を
示
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
今

回
お
渡
し
す
る

地
域
通
貨
の
有

効
期
限
は
、
平

成
22
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

４
月
２
日
㈪

か
ら
、
事
前
に

参
加
登
録
し
て

い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
、
活
動

実
績
に
応
じ
た

彦
根
市
地
域
通

貨
「
彦
」
の
交

付
が
始
ま
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

先

ま
ち
づ

く
り
推
進
室
☎

30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番
　

地
域
通
貨
の
交
付
手
続
き

▼
交
付
窓
口

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
お
よ
び
稲
枝
支
所

▼
交
付
期
間

４
月
２
日
㈪
〜
５

月
31
日
㈭
の
８：
30
〜
17：

15

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の

美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
活
動
報
告
書
・
印
か
ん

活
動
報
告
書
に
よ
り
、
活
動
実
績
を
認
定

し
、
１
週
間
あ
た
り
15
分
間
の
美
し
い
行
為

を
１
回
＝
25
彦
と
し
て
、
計
算
し
ま
す
。
地

域
通
貨
「
彦
」
は
１
０
０
彦
単
位
の
た
め
、

お
渡
し
す
る
「
彦
」
は
、
１
０
０
彦
未
満
を

切
り
捨
て
た
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▲実際の地域通貨「彦」はカラーで印刷され、大きさは横15cm、縦７cmです。

地
域
通
貨
の
使
い
方
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〈内容〉がん患者さんやその家族が、自分たちの抱える問題

をどのように解決すればいいのかサポートする講座です。

がんとの共存や、代替医療などについて、さまざまな視点

から話を聞いたり、参加者同士の話し合いを通じて、がん

全般にかかわる問題に対処する方法を学びます。〈日時〉４

月10日、同24日、５月８日、同22日（いずれも火曜日）

の14：00～16：00 〈場所〉市立病院３階　講堂 〈講師〉市

立病院緩和ケア科医師ほか 〈参加費〉無料 〈定員〉100人

（予約制）〈申込方法〉電話、ファクス、Ｅメールで申し込

んでください 〈申込・問い合わせ先〉市立病院企画経営課

☎22-6050内線3514番、FAX26-0754、Eメール：
info@municipal-hp.hikone.shiga.jp

〈内容〉健康を支える、身体にやさしい料理を基本に、手軽

にできる料理や、家にある食材を利用した料理、そば打ち

なども盛り込んで、料理する楽しさを体験できます。〈日

程〉４月21日、同28日、５月12日、同26日、６月９日、

同23日、７月７日の各土曜日（全７回）〈時間〉10：00～

12：00 〈場所〉 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

〈対象〉市内在住・在勤・在学の男性〈定員〉20人（先着順）

〈受講料〉3,500円 〈材料費〉4,900円 〈託児〉０歳～就

学前、要予約（１人１回200円）〈申込期限〉４月14日㈯

〈申込・問い合わせ先〉 男女共同参画センターウィズ☎

24-3529（FAX共）へ

〈内容〉小・中学生の皆さん、変化に富んだ自然のなかでの

セーリング（ヨットなど）を通じて、心と体を鍛えましょ

う。〈日程〉４月８日～11月25日までの毎月第２・４日曜日

〈時間〉９：00～16：00 〈場所〉小松原沖（カインズモール前

の琵琶湖）〈対象〉市内の小学３年生～中学２年生 〈入会金〉

2,000円 〈月会費〉2,000円　※ほかに保険料、遠征費

用などが必要です 〈その他〉 練習にはできるだけ保護者

が同伴してください（保護者もヨットに乗ることができま

す） 彦根セーリング協会員３人以上が、常時指導をしま

す　 艇（ヨット）、ライフジャケットは貸与します〈募集

期間〉随時受け付けます〈申込・問い合わせ先〉彦根セーリ

ング協会☎22-5307（岡本方）へ

〈内容〉日本に昔から伝わる武道の一つで、子どもから高齢

者まで気軽に楽しむことができるなぎなたの体験教室です

〈日時〉４月14日㈯ 14：30～16：00 〈場所〉中央中学校

格技場（西今町）〈対象〉小学生以上の市民 〈定員〉20人

（先着順）〈参加費〉無料 〈募集期限〉３月31日㈯〈申込・

問い合わせ先〉彦根市なぎなた連盟事務局☎・FAX22-

7646（北村方）へ

〈内容〉地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料
理法を学びます。〈日程・料理内容〉 ４月21日㈯

よもぎもち、小豆の炊き方、ゆばの吸い物　 ５月19

日㈯　らっきょ漬け、さやいんげんのお浸し、鯖そうめん　
６月16日㈯　ふなずし漬け、えんとつパン、赤し

そジュース　※材料などの都合により変更することがあり

ます 〈時間〉いずれも10：00～13：30 〈場所〉ひこね街

なかプラザ（本町一丁目・四番町スクエア）〈対象〉３回連続で

参加できる人 〈定員〉20人（初めての参加者を優先し、

定員を超えた場合は抽選）〈参加費〉3,000円（３回分）と

材料費 〈講師〉滋賀の食事文化研究会会員 〈申込受付期

限〉3月25日㈰（当日消印有効）〈申込方法・問い合わせ先〉往

復はがきの往信の裏に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番

号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を書いて、ひこね街

なかプラザ（〒522-0064 本町一丁目12-5）☎27-5820、

FAX27-5830へ

彦根ジュニアセーリング教室

男の生き方セミナー「男の料理教室」

募　集

「湖国の伝統食」料理教室

がんの患者さんとその家族のための連続講座

なぎなた体験教室

市営稲枝駅前駐車場（定期駐車場）利用者を募集します

５月１日㈫から利用を開始する、市営稲枝駅前駐車

場の定期駐車場の利用者を募集します。

募集台数 普通自動車・軽自動車44台（先着順）

利用料金 １か月につき5,500円

利用開始日 ５月１日㈫～

申込期間 ４月３日㈫ ９：00～

申込方法 交通対策室、および稲枝支所にある「定

期駐車場事前申込書」に、自動車のナンバーなど、

必要事項を記入して、 交通対策室に直接提出して

ください。（稲枝支所での申込はできません。）

※郵送やファクスによる申込はできません。

※４月３日は整理券を発行することがあります。

【参考】一時駐車の利用について

駐車可能台数 普通自動車・軽自動車28台

利用開始日 ５月１日㈫～

利用時間 ７：00～19：00

利用料金 １日につき１回600円

申込・問い合わせ先 交通対策室

☎30-6134、FAX24-5211

国宝彦根城と城下町が

「美しい日本の
歴史的風土100選」に

選ばれました

「美しい日本の歴史

的風土100選」は、歴

史的風土の保存と継承、

観光立国、風格ある美

しい活力に満ちた地域

社会の実現などを目的

として、古都保存法施

行40周年を記念して行

われた事業です。

彦根城とその城下町が、歴史的なたたずまいを

残していることが評価され、選ばれました。

問い合わせ先 企画課☎30-6101、FAX22-

1398
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健康管理だより

西に
し

谷た
に

菜な

那な

ち
ゃ
ん

︵
西
今
町
︶

竹た
け

谷た
に

恭
き
ょ
う

河が

ち
ゃ
ん

︵
小
泉
町
︶

福ふ
く

井い

萌め

生い

ち
ゃ
ん

︵
竹
ヶ
鼻
町
︶

４月１日㈰から、国民健康保険被保険

者証（保険証）の色が「うぐいす色」に、
退職被保険者証（○退保険証）の色が「ク
リーム色」に、それぞれ変わります。

現在使われている、「桃色」と「水色」

の保険証は、３月31日㈯までしか使う

ことができません。４月になったら、古

い保険証は各自で処分してください。

新しい保険証は、３月中旬から各世帯

に郵送します。配達記録郵便で送付しま

すので、受け取りには受領印が必要です。

４月になっても保険証が届かないとき

は、 保険年金課までお問い合わせくだ

さい。

問い合わせ先 保険年金課☎30-

6112、FAX21-2220

４月から、
保険証の色が
変わります

桃色 ➡ うぐいす色

水色 ➡ クリーム色

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

４月前半

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

９日㈪

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目
（河原二丁目一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今藏の町団地、八坂東団地、
野瀬、西今、三津、海瀬
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、西今、三津屋
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、開出今、甘呂、宇尾、須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、
出路、田原、稲部（稲部）
日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下
稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

図書館休館日 ２日㈪、９日㈪日(水・祝)、10
日(月)

４日㈬

５日㈭

３日㈫

６日㈮

10日㈫

1 1日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

12日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

13日㈮
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ　ー　ミ　緑　化　造　園

１３：２０
１４：１０
１５：００

幼児交通安全
カンガルークラブ登録受付中

カンガルークラブは、交通安全

意識を身につけることを目的とし

て、親子で活動するグループです。

彦根市では、現在36グループが

活動しています。新たに活動する

グループを募集します。

対象 就学前の幼児と保護者のグ

ループ（自治会、子育てサークルなど）

交通安全の指導を徹底しましょう
通学路を子どもといっしょに歩き

ましょう。「車に気をつける」だけ

でなく、どんな行動が危ないのか、

わかりやすく教えてあげましょう。

子どもは大人のする行為を見てい

ます。子どものお手本となって、交

通ルールやマナーを守りましょう。

安全運転を心がけましょう
子どもを車に乗せるときには、チ

ャイルドシートやジュニアシートを

必ず着用させましょう。また、駐車

場では、子どもを車から最後に降ろ

し、車から降ろした後も、子どもと

車の動きに注意しましょう。

通学・通勤時の安全の確保を！
通学や通勤時など、急いでいると

きには、飛び出しなどの危険に気づ

かないことがあります。朝は、ゆと

りを持って出かけ、

通学中の子どもの安

全を守りましょう。

新入学（園）児の交通事故防止運動 ３月15日～４月15日

問い合わせ先 交通対策室☎30-6134、FAX24-5211
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な
お
ち
ゃ
ん

岡
本
胡
桃

く

る

み

さ
ん

（
高
宮
小
学
校
６
年
）

「
こ
ん
に
ち
は
。」

祖
父
の
家
の
玄
関
の
戸
を
開
け
る
と
、

ろ
う
下
の
奥
か
ら
ド
タ
ド
タ
ッ
と
大
き
な

足
音
と
と
も
に
人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
が
迎

え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
早
く
上

が
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
体
い
っ
ぱ
い
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
さ
い
そ
く
を
し
ま
す
。

そ
の
笑
顔
の
正
体
は
、
な
お
ち
ゃ
ん
と
い

い
ま
す
。
な
お
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
父
の
妹

で
す
。
私
に
と
っ
て
は
叔
母
に
あ
た
る
人

で
す
が
、
私
は
も
の
心
が
つ
く
前
か
ら

「
な
お
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

な
お
ち
ゃ
ん
は
、
産
ま
れ
て
幼
い
う
ち

に
は
し
か
に
か
か
り
、
脳
に
重
い
障
害
を

残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
は
大
人
で
す

が
、
二
才
ぐ
ら
い
の
知
能
し
か
な
い
重
度

の
知
的
障
害
者
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
の
な

お
ち
ゃ
ん
は
体
も
弱
く
、
何
度
も
入
院
を

し
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
発
作
を
抑
え
る

薬
を
毎
日
飲
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

祖
父
と
祖
母
は
三
十
五
年
間
な
お
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
の
父
は

何
事
も
後
回
し
に
さ
れ
、
ず
い
ぶ
ん
さ
み

し
い
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。
多
分
、
私

に
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
祖
父
、
祖
母

に
と
っ
て
は
、
一
日
一
日
が
大
変
だ
っ
た

の
で
す
。

二
十
才
ま
で
生
き
ら
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
言
わ
れ
た
な
お
ち
ゃ
ん
は
、
今
年

で
三
十
五
才
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

は
入
院
す
る
こ
と
も
な
く
、
毎
日
飲
む
薬

も
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
好
き
嫌
い
な
く
よ

く
食
べ
る
の
で
多
少
太
り
ぎ
み
の
所
が
心

配
と
祖
母
は
笑
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
笑

顔
の
奥
に
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
は
ず
で

す
。
今
は
、
祖
父
も
祖
母
も
元
気
だ
け
れ

ど
、
い
つ
ま
で
も
若
い
ま
ま
で
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
私
た
ち
家
族
も
、
な
お
ち
ゃ
ん
の

将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
主
に
、
私
の
母
が
面
倒
を
見
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た

時
、
私
は
な
お
ち
ゃ
ん
に
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
本
当
の
こ
と
を
言
う
と
、
自

分
の
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
で
人
の
お
世
話

を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
の
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
母
一
人
に
押
し
つ
け
る
こ
と

も
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
み
ん
な
で

協
力
で
き
た
ら
い
い
け
ど
、
理
想
ど
お
り

上
手
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世

の
中
で
同
じ
よ
う
な
不
安
を
持
っ
て
い
る

人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
障
害

者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
障
害

者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
は
、
益
々
生
活

し
に
く
い
状
況
だ
そ
う
で
す
。
障
害
者
の

生
き
る
権
利
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

だ
れ
か
に
頼
ら
な
い
と
生
き
て
い
け
な

い
障
害
者
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

本
当
の
意
味
で
の
支
援
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

選
　
　
評

お
ば
さ
ん
で
あ
る
な
お
こ
さ
ん
の
障
害

を
そ
の
原
因
や
現
在
の
様
子
、
そ
し
て
育

て
て
こ
ら
れ
た
祖
父
母
の
苦
労
を
き
ち
ん

と
捉
え
て
い
る
の
は
、
え
ら
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
た

な
お
こ
さ
ん
の
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

な
お
こ
さ
ん
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
障
害

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
へ
の
地
域
社
会
の

理
解
支
援
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
、
自
分

自
身
の
役
割
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃

︸

自
動
車
燃
料
費
　
を
助
成
し
ま
す

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極
的
な
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
、

ま
た
は
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
今
年
か
ら
１
か
月
に
使
用
で

き
る
助
成
券
は
２
枚
ま
で
で
す
。
早
め
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
さ
ら
に
、
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

人
で
、
所
得
税
額
（
平
成
17
年
分
）
が
２

４
１
、０
０
０
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
所
持
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
障
害
の
あ
る
人
　
▼
肢

体
不
自
由
障
害
の
う
ち
下
肢
障
害
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
　
▼
視
覚
障
害
　
▼
内
部

障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を
含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を
同
じ
に
す
る
家

族
が
自
動
車
を
所
有
し
、
運
転
す
る
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
印
か
ん

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
車

検
証
の
写
し
も
必
要
で
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉
課

（
平
田
町
・
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
27-

９

９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番


